
    富士通グループは、地球環境保全への取組が重要な経営課題であると認識し、
  ICT企業としてその持てるテクノロジーと創造力を活かし、社会の持続可能な発展に
  貢献します。
    また、事業活動にかかわる環境法や環境上の規範を遵守するにとどまらず、
  自主的な地球環境保全活動に努めます。
    さらに、豊かな自然を次の世代に残すことが出来るよう、
  すべての組織と一人ひとりの行動により先行した取り組みを
  継続して追求していきます。

1-1　　環境保全活動に関する方針（理念）

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること）

1-2　　環境保全活動に関する組織体制

１　環境保全活動に関する方針等
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項 項目 今後の取組計画

2011年度の排出量は、震災によるサーバ移転

を鑑み、2009年度実績より、増加量を2.9％以下

の22,880（ﾄﾝ-CO2）以下にする。

4 環境社会貢献活動の
推進

地域に根ざした
環境社会貢献活動を推進

5 生物多様性の保全活
動の推進

生物多様性の保全活動の
推進を行なう。

　　　・蛍の里（手作りビオトープ)整備

6 地域住民とのコミュニ
ケーション推進

地域住民との
コミュ二ケーション推進する。

実　　績：282.3㌧

達成率：141.7％

①　生物多様性の保全活動
　　　・ゴーヤ栽培による緑のカーテン設置

②　ため池クリーンキャンペーン参加　２回/年

計　　画：10ｋｇ以下

達成率：434.8％

実　　績：2.3ｋｇ

3 VOC（揮発性有機化
合物）の大気への排
出量維持管理

1 エネルギー使用CO2
排出量の増加量の縮
減

2012年度までに、
2009年度比20％以上の
削減の排出量10ｋｇ以下を
維持する。

2

実　　績：21040㌧

達成率：108.7％

2011年度は、2009年度実績の13％以上削減し

①　通勤路のクリーンアップ実施（5回/年）

②春まつり時の環境パフォーマンス情報パネル

　　作成

① クリスマスイルミネーションの実施

２　環境保全活動の実施状況等

取組結果

計　　画：22880㌧以下

2012年度までに、
2009年度実績よりの増加量
を6.5％以下に抑制する。

2012年度までに、
2009年度実績比14％以上
の削減を目指す。

総廃棄物量の削減及
び
有効利用による
ゼロエミッションの継
続・維持

400トン以下にする。

計　　画：400㌧以下


